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革靴の洗濯方法 

1.中性洗剤+ベビーオイルを
混ぜてスポンジで洗う 

　大さじ１の中性洗剤に同量
のベビーオイルを混ぜ、やわ

らかいスポンジでこする。 

（オイルで洗剤の粒子を大き

くして、革の中に浸透させな

いようにする。） 

2.水の中で、しっかりすすぐ 
　外側も内側もしっかり洗っ
たら、水でしっかりすすぐ。

水道水ですすぎ洗いしてもＯＫ。

（すすぎ残しは、色ムラの原

因になるので、しっかり水洗

いをする。） 

3.しっかりタオルドライして
お手製乾燥剤を入れる 

　タオルでしっかりふいたら、

古ストッキングにちぎった新

聞紙を詰めたものを靴の中に

差し込んで、陰干し。こうす

ることで中の湿気を取り、型

くずれを防ぐ効果も。 

4.ベビーオイルを途中でしっ
かりすり込む 

　陰干しをしている途中で、

２～３回ベビーオイルをすり

込んでおくと、ひび割れの心

配がなく、革のやわらかさも

回復。干し上がった靴はピカ

ピカ、ツヤツヤ！ 

免疫力を高めれば 
病気なんか怖くない 
　医学の発達や生活環境が改

善されたおかげで平均寿命は

大幅に伸びました。しかし、

がんや生活習慣病などで苦し

んでいる人はたくさんいますし、

新たな感染症や花粉症に代表

されるアレルギー症状に悩ま

される人も増える一方です。

ただ、ヒトを構成している遺

伝子は１万年前とほとんど変

化していません。1万年前とい

えば、森や草原といった大自

然の真っ只中で暮らしていた

時代です。衛生状態は悪く、

寄生虫や細菌、ウィルスがウ

ヨウヨいました。当時はそれ

らの感染から身を守るため、

体内にある免疫担当細胞が大

活躍していました。ところが、

現代の日本人は寄生虫や細菌

の少ない清潔な暮らしを手に

入れました。免疫担当細胞が

活躍する場は少なくなり、暇

になったものですから、たま

にやってくる異物に過剰に反

応するようになりました。寄

生虫やら細菌やらがたくさん

いた頃には見向きもしなかっ

た花粉やダニにも反応するよ

うになったわけです。 

　人はやるべき仕事を失うと

元気もなくなります。運動不

足になり覇気もなくなる、そ

れと同じで、実践から遠ざか

った免疫担当細胞はいざとい

う時に満足な働きができなく

なったのです。免疫担当細胞

を元気に働かせるためにも、

ある程度、寄生虫とか細菌と

はうまく付き合うことも大切

だと言えます。 

思いっきり遊ぶ為に 
　最近、アウトドア

ライフを楽しむ

機会が増えて

きました。ス

ポーツやレジ

ャーは私たち

の生活の一部になってきたと

いってもいいでしょう。私ど

もではこうした趣味に合わせ

た各種保険をご用意しており

ます。 

　レジャー関係の保険とは簡

単にいえば、傷害保険と賠償

責任保険を組み合わせて、レ

ジャー中に起こる自分自身の

ケガや他人への賠償責任を補

償の対象とする保険です。また、

大切なスポーツ・レジャー用

品の損害や思わぬ出費もカバ

ーします。 

　思いっきり遊ぶためにも自

分のことはもちろん、他人に

迷惑をかけてしまった場合の

ことも考えておきたいものです。 

 


